
熊本大学教育学部紀要，自然科学
第60号．４１－５０．２０１１

熊本博物館を活用する科学教育教材の開発

柳原綾那＊’・渡豊重義＊２

DevelopmentofScienceTeachingMaterialsfOrLearningin
KumamotoCityMuseum

申２

AyanaYANAGIHARAolandShigeyoshiWATANABE

（ReceivedOctober3,2011）

Scienceteachingmaterialsweredevelopedfbrguidingchildrentoleamscienceindependentlyusingthegeology

roomsofKumamotoCityMuseum，Theproceduresofdevelopingscienceteachingmaterialsareasfbllows;ｌ）

Researchingonscienceteachingmaterialsorprogramsinmuseums,２)Examiningfbssils,rocks,andcommentaIy

boardsinthegeologyroomslbrgettingbasicinlbrmation,３)Developingscienceteachingmaterialsusingbasic

infbrmation,４)Evaluatingthedevelopedmaterialsbyanexpertcheckingthem・Asaresultofourstudy§wecould

makeout3kindsofinfbrmationsheetsand7kindsofscienceteachingmaterials・Byusingthedevelopedteaching

materials,childrenmayobservetheexhibitswellandrelatetheexhibitsfmmtheviewpointsoftimeandlocation．

ＫｅｙｗｏｒｄＳ：geologyeducation，KumamotoCityMuseum，linking,scienceteachingmaterial，studythrough

sc1enceexperlence

Ｉ．はじめに

我々が暮らす地域には多様な博物館ある．しかし，

地方の公共博物館では，財政難等の問題から予算の削

減や休館に追い込まれているという現状がある.また，

社会の変化科学技術の発展に伴い，博物館の果たす

役割も変化してきている．このような状況において博

物館の展示形態は，珍しい資料・標本等の陳列から，

身近な素材の活用や体験の重視へと方向‘性を変え始め

ている．また，本来の役割の一つであった「教育普及

活動」を重視する博物館が増え，活動内容の幅が拡大

しつつある．博物館は,従来の「展示中心の情報提供」

から「双方向的なコミュニケーションの場」への転換

を試みている（日本展示学会2010)．

小学校学習指導要領解説理科編（2008）では，理

科の改善の基本方針として，「科学を学ぶ意義や有用

性を実感させ，科学への関心を高めること」が示され

た．そして，「科学的な体験，自然体験の充実を図る」

ために｢博物館や科学学習センターとの積極的な連携・

協力」があげられた．今回の改訂では，理科の学習内

容の増加がみられたが，それに見合った十分な時間を
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確保することが課題になる．また，実感を伴った理解

を導くための体験活動の場や教材をどのように準備す

るのかという課題もある．このような課題に対して，

子ども達の生活圏内にある博物館を有効に利用し，自

主的な学習に活用できるよう支援していくことは重要

である．博物館では，実物を目にする体験ができるこ

とから，子ども達の実感を伴った理解を導く支援がで

きるであろう．

そこで，本研究では地域にある博物館の展示の特徴

を活用し，科学的に楽しく学ぶための教材開発を行う

ことを目的とした．

Ⅱ、研究の方法

本研究では，熊本市立熊本博物館を対象とした科学

教育教材の開発を行った熊本博物館は，昭和27年

に自然・人文の郷土博物館として設立された県内唯一

の総合博物館である．昭和53年に熊本城内の現在の

場所に新館が建築され，１階には地質，生物，理工学

分野の展示室があり，２階には考古学，歴史，民俗に

コーナー分けされた展示室がある．また，プラネタリ
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ウムも併設されており，幼稚園や小・中学校の遠足な

どで利用されている．

教材開発は，地質展示室（図！）を利用した学習を

想定して実施した．熊本県には阿蘇山があり，さらに

古生代から現代までの変化に富む地質を観察すること

ができる．地質展示室には熊本県内各地で発見された

岩石･鉱物や古生代～新生代の化石が展示されている．

しかし，博物館の利用者にとって岩石や化石は動きの

ない展示物であって，解説などを読まなければ正体が

わからなかったり，一瞥して通り過ぎてしまったりす

ることもある．そこで，利用者の興味を引きつけ，面

白い意味づけを行い，展示物のもつ教育的な価値や魅

力を引き出す必要がある．

本研究では，①他の博物館で実施されている科学教

育教材（プログラム）の調査，②熊本博物館での基礎

調査と基礎資料の作成，③教材開発，④専門家による

評価，開発教材の修正の手順で研究を進め，地質展示

室を生かした科学教育教材の開発を行った.ここでは，

②③④の結果について報告する．

図１地質展示室トウヨウゾウの模型

Ⅲ、結果

1．基礎調査

熊本博物館の地質展示室の基礎調査と基礎資料の作

成では，熊本市博物館を合計１３回訪問し、地質展示

室内と展示物をデジタルカメラで撮影して，展示物の

種類や内容と配置を調べた．また，博物館職員へのイ

ンタビューと来館者の行動観察を行い，熊本市博物館

で利用している科学教育プログラムに関する情報収集

と利用者の実態についての調査を行った．そして，以

上の調査データをもとにして，教材開発のための基礎

データになる以下の３種類の基礎資料を作成した．作

成した基礎資料は，博物館職員や教育関係者の研究や

教材づくりに活用することもできる．

(1)展示物リスト（資料l）

地質展示室にあるものを利用者の視点から見て回

り，展示物の解説等に表記されている情報を一覧表に

まとめた．地質展示室内の展示物の数を表ｌに示す．

表１地質展示室の展示物数

展示物の

時代・種類

展示物の数
上

本県産 県外産 未記名等
合計

古生代 1９ ４ ０ 2３

中生代 3９ ５ １ 4５

新生代 2０ ７ ５ 3２

鉱物・岩石 4１ 2４ 6６ 131

計 119 4０ 7２ 231

展示物リストは，次の方法で作成した．①複数の展

示物を納めている展示ケース等に任意の「番号」をつ

けて「展示名」を記赦した②展示物の名称は「展示

内容」欄に記載し，館内のデータベースで調べること

ができるものは紫色で示した．③すべての展示物に任

意の「通し番号」をつけ，展示コーナー別に色分けし

た．④「産地」や「時代」等の欄を設け，各展示物の

情報を記載した．⑤熊本県産の展示物は色分けして区

別できるようにした．

展示物リストは２０１０年度の時点で展示されていた

ものの一覧であり，博物館の展示計画によって移動や

変更が行われる可能性がある．

(2)展示マップ（資料2）

博物館入口から地質展示室内に至るまでの展示物の

配置を示す地図を作成した．作成方法は次の通りであ

る①プロローグ室（地質展示室の前室）と地質展示

室における各展示に番号をつけた．②展示形態（パネ

ル，ケース，パノラマ等）の特徴をわかりやすく図で

示して地質展示室全体の見取り図を作成した．③展示

コーナーごとに色分けをして，それらを説明するため

の注釈を加えた．

展示マップに示した番号は，展示物リストと対応し

ていて，両方の資料を用いれば，地質展示室内の展示

物や展示方法に関する基本的な情報を得ることができ

る．

(3)産地マップ（資料3）

博物館の地域性を引き出すうえで，展示物の産地情

報は重要ではないかと考えられる．そこで，展示物リ

ストの「産地」情報を活用して熊本県内で発見された

展示物を熊本県の地図上にプロットしたマップを作成

し展示物と地域をつなげるための基礎資料にした．

作成方法は次の通りである．①展示物リスを用いて熊

本県産の展示物の産地を確認し，熊本県の地図にプ
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ロットした．展示物の種類よって，化石展示，鉱物・

岩石展示の２種類の地図を作成した．②各プロットに

は展示物リストの「通し番号」をつけて対応できるよ

うにした．③化石展示では「地質時代｣，鉱物．岩石

展示については「鉱物・岩石の種類」ごとにプロット

の色分けをして，その説明や展示数に関する注釈を加

えた．④化石展示の産地ＭＡＰでは，熊本県の地図に

地質図を重ねて．展示物のプロットと同じ色で，古生

代，中生代，新生代の地質を示した．

産地情報は地名で記されていることが多く，地名に

よっては広範囲な場所を示していることもあったの

で，完全に正確な発見場所を示していない可能性もあ

るなお，周辺に有名な化石等の産地がある場合は，

その付近に産地をプロットした．

2．教材開発

地質展示室に関する基礎資料の作成と，利用者の実

態調査の結果，①地質展示室では，子ども達は足早に

トウヨウゾウの復元模型に行ってしまうので，その途

中にある展示物をあまり観察しない，②展示物の一つ

一つをよく見るような行動は少なく、解説をじっくり

と読む利用者も少ない，③ケース内の展示よりも触っ

たり動かしたりできる展示に接する時間が長い，など

がわかった．地質展示室の特徴として，展示物に関す

る説明がやや難しく，利用者の大半である小学生には

馴染みのない専門用語も多くなってしまうという問題

がある．貴重で魅力的な素材が展示されていながら，

十分な観察が行われず，それらの面白さが十分に生か

されていないのではないかと考えられる．そこで，基

礎資料を活用して「利用者が展示物と主体的に関わり

合う活動」を導くための科学教材の開発を試みた．利

用者が展示物と主体的に関わり合う状況をつくるため

に，次のような教材開発のコンセプトを掲げた．

ポイント－１：具体物としての化石・岩石・鉱物をよく

観察するような活動を導く教材開発．

ポイント２：熊本県の地域性を強調した教材開発．

ポイント３：地球の誕生から現在までの歴史に展示物

を位置づける教材開発．

ポイント２は展示物を熊本県という空間的な広がり

に位置づけようとする教材化であり，ポイント３は時

間的なつながりに位置づける教材化である．

また，博物館利用者が，①展示物と展示物の間を

行ったり来たりする行動．②立ち止まって展示物を

じっと見る行動，③展示物から情報を引き出そうとす

る行動を導くような教材開発を目指し．「関連づける」

ことを重視した．関連づけのテーマは．上述した「空

間」「時間」のほか．展示物と展示物を結びつけるよ

うなテーマを検討した．

以上のようなコンセプトおよび観点に沿って．合計

7種類の科学教育教材を作成した(表2).①～⑥はワー

クシート型の教材で，⑦はプリントを簡単に加工して

用いる教材である.博物館での実際の利用を考慮して，

安価に作成できて，多くの利用者に用いてもらえるよ

うにした．ここでは，②⑥⑦を例にして，教材の作成

方法および利用方法を説明する．

表２作成した科学教育教材の一覧

展示マップを利用した教材

①展示早わかりマップ～地質展示室～

②化石や岩石から形を見つけよう！

③葉の化石をめぐろう！

産地マップを利用した教材

④熊本県で見つかった地質展示室の化石

⑤熊本県で見つかった地質展示室の岩石・鉱物

⑥動物の化何はどこだ？！

｢時間」と関連づけるための作成型教材

⑦「地球の歴史」と「蒜せ替えシート」

（１）展示マップを利用したワークシート（資料4）

地質展示室において，利用者が展示物と展示物を関

連づけ，その過程において各展示物をよく観察するた

めに「形」に注目したワークシート型の教材「化石や

岩石から形を見つけよう！」を作成した．このワーク

シートでは，地質展示室を歩き回るための地図として

展示マップを利用した．

化石や岩石をよく観察すると．そこに幾何学的な形

を見出すことがある．その形に意味がある場合もあれ

ば，観察者の主観的な認識でしかない場合もある．し

かし．形はものの特徴として目につきやすいので．化

石や岩石をよく観察するスタートとして適当ではない

かと考えた．教材の利用方法は次の通りである．

【利用方法】

①化石や岩石をよく観察して，その中に形が見つから

ないか探し，見つけた場合はワークシートに示したパ

ターン化した形の中から当てはまるものを選んで○で

囲む．

②展示マップを見て，形を見つけた展示名や展示場所

を調べて記入する．

③「チャレンジコーナー」では，自分で見つけたオリ

ジナルの形を記入する．

ワークシートの作成では．基礎調査において調べた

化石・岩石から観察可能な形を抽出し、基本となる選

択肢とした．また．利用方法が理解できるように．練

習問題としてアンモナイト（ユーパキデイスカス）と
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ウミユリを取り上げた．この２種は地質展示室でも目

立つ場所にあるため．実物を観察して確かめることが

できる．ワークシート中のイラストはオリジナルであ

り,小学生にとって親しみやすくなるように工夫した．

形を出発点として，各展示物をいろいろな角度から観

察する行動や，ある視点から展示物を関連づけるよう

な観察方法を学べるとよい．

(2)産地マップを利用したワークシート（資料5）

博物館の中の「モノ」は，本来は博物館の外の地域

にあった「モノ」であり，身の回りの環境と展示物が

関連していることを意識させるために，産地マップを

利用したワークシート型の教材「動物の化石はどこ

だ？！」を作成した．地質展示室には．動植物の化石

が展示されているが，ここではサメ，ゾウ，ワニ，シ

カの化石に注目した．現存している動物のなかまの方

が，生きている姿や生態を想像しやすく、生息場所に

ついての考察もしやすいと考えられる．教材の利用方

法は次の通りである．

【利用方法】

①ワークシートにイラストで示した動物の化石を展示

室内から探して産地名を調べる．

②「発見された場所の名前」の中から同じ産地のもの

を選んで，イラストの横の空欄に記入する．

③選択した番号を産地マップの中から探し，熊本県の

どの辺りで発見されたのかを確認する．

ワークシートの作成では．子どもたちの興味・関心

を引きつけるように，化石の動物が問題を問いかける

ようにした．例えば．ゾウの化石では．「ボクの歯と

牙は意外なところで発見されたんだ．どうしてこんな

場所にあったんだろう？」という問題提起を行った．

地質展示室内のゾウの化石は海の中から見つかってい

る．また，サメの歯の化石は陸上で見つかっているの

で，ワークシート利用者が，化石の発見された場所に

ついて疑問を感じることができれば.地殻変動や海進・

海退に関する展示物が役に立つ．このワークシートの

利用を通して，展示物の解説にもっと注目するような

見方が提示できるとよい．

(3)「時間」と関連づけるための作成型教材（資料６，

資料7）

地球の歴史や地質学的な年代は．一般的に実感しに

くいのではないかと考えられる．しかし，「時間」「空

間｣は地学領域に特徴的な科学概念であり,そのスケー

ルの大きさに触れることができるのが地学教育の特質

と言える．そこで．地球誕生から現代までの時間軸に

各展示物を位置づけて観察するためのツール「地球の

歴史シート」「着せかえシート」を作成した．

作成した教材は，地質展示室を歩き回るときに利用

者が携帯して，化石になった生物等が生存していた時

代の位置づけなどを確かめることができるツールであ

る．しかし．年表を単に示しただけでは興味・関心を

引きつけるのには不十分ではないかと考え．約４６億

年の地球の歴史を１年あるいは１日（２４時間）に当

てはめて比較できるような年表にした．そこで，計算

尺やそのつくりを応用した環境尺（岩手県資源循環推

進課作成)を参考にして,プリントされた紙を切りとっ

て，折って重ねるだけで作成可能な教材を作成した．

「地球の歴史シート」は地質年代と化石等に関する

簡単な情報を提示するシートで，①地球が生まれてか

ら現在まで，②化石が多く発見される時代（古生代～

現在)，③代表的な示準化石（古生代～現在）の３つ

の年表を示している．プリントを折ることで，３つの

年表のうちのどれかを表に出すことができる．「着せ

替えシート」は，「地球の歴史シート」にかぶせて使

用するもので，１年のものと１日（２４時間）のもの

の２種類を準備している．この教材の作成．利用方法

は次の通りである．

【作成・利用方法】

①それぞれのシート（合計３枚)を台紙から切り取る．

②「地球の歴史シート」（以下Ａ）は三つ折りにして，

｢着せかえシート」（以下Ｂ）は上下両端を折り返す．

③Ｂのシート１枚をＡに被せる（図2a)．

④内側のＡの年表と外のＢの目盛りを重ね合わせて

比べる（図２b)．

⑤内側のＡの表の面を替えると，異なる地質年代に

ついて比べることができる．

⑥Ｂを別のシートに替えて利用してもよい．

⑦適当な組み合わせにしたら，それを携帯して地質展

示室の化石や岩石を観察するときに用いる．

この教材は，利用者の目的に応じてシートの組み合

わせを選択できるという特徴がある．また，着せかえ

シートを開くと，内側の地球の歴史シートに書かれた

情報（｢地球の歴史上の出来事」「各時代の示準化石」

｢生物の進化の経路｣）が見えるという工夫があるた

め，動かしながら利用する教材になる．なお．教材に

取り上げた示準化石は，地質展示室内で観察できるも

のを選択した．着せかえシートには，「自分の誕生日」

｢１日のスケジュール」を書き込むスペースを設けて，

教材が自分のものとして実感できるような工夫を加え

た．



Ⅳ、評価

熊本博物館を活用する科学教育教材の開発

本研究で作成した基礎資料と科学教育教材は，試作

の段階で熊本博物館職員の林良助先生(元小学校校長）

に見ていただき，感想や助言等の評価を受けた．以下

に指摘していただいたポイントの要点を示す．

〔教材に関する感想〕

・利用者の現状としては，確かに地質展示室で立ち止

まってじっくり眺める人は少ない．したがって，時間

をかけて楽しむことのできる教材は非常に有効であ

る．

・展示物リストを見て，あの狭い空間にこんなに展示

物があったことに驚いた．

・今後の博物館の教育普及活動の幅を広げる可能性が

あると感じた．

．実際に博物館内にフリーペーパーとして置いてお

き，利用者に使ってみてほしいと思う．

〔教材の改善に向けての助言〕

･熊本博物館は県内唯一の総合博物館で小さい建物だ

が，それゆえに短時間であらゆる分野の展示を楽しむ

ことができる．したがって，ワークシートなどは活動

時間を計算した内容にすべきである．

・内容は，小学校４～５年生程度に合わせ，「これで

は作った意味がない」というくらいに簡単なものにす

べきである．

･文字数は現段階の４分の１から５分の１に減らす必

要がある．

･現段階の教材は，もっと詳しく知りたいという利用

者向けとしては有効である．そのため，気軽に利用者

が取り組んで楽しめる「子ども向け」と「大人向け」

の両方があるとよい．

･使ってもらう相手が理解しやすいような「語りかけ

の言葉」が少ないために，一見しただけではやってみ

ようとは思わない．

･利用者が自由に手にとって取り組める教材とするな

らば，第一に誰かの説明がなくても使い方が「見てわ

かる」という工夫をしなければならない．

･家族で訪れる利用者が多いため，おそらく喜んで取

り組んでもらえるだろうが，たとえ大人がわかっても

子どもが自分で理解できて取り組めなければ意味がな

い．

以上の助言を参考にして，次の２つの観点から教材

の改善を行った．なお，資料に示した教材は，改善後

のものである．

①教材を利用する「対象」を明確にする

教材を利用する主な対象を小学校４～５年生に設定

し，利用者の視点に立ち，情報量を減らして，理解し

やすくなるように表現を簡易にした．

②利用方法を具体化する．

特別な指示がなくても利用者が利用できる教材にな

るように「語りかけのことば」を修正し，表現やレイ

アウトで使い方がわかるように工夫した．

図２「地球の歴史シート」「着せかえシート｣．ａ：着せ
かえシートの内側に地球の歴史シートを重ねたところ．

ｂ：着せかえシートを折り返して，地球の歴史シートに
被せたところ．

4５

Ｖ、今後の課題

本研究では，事例研究と実地調査を行い，地域にあ

る博物館の実態から教材開発に活かせるポイントを見

出し，調査結果をまとめた基礎資料から科学教育教材

を開発した．さらに，その教材を博物館の専門家に評

価していただくことで，より博物館の特徴や現状に見

合った教材開発に結びつけることができた．本研究の

｢調査｣→「基礎資料の作成」→「教材開発｣→「評価」

→「修正」というプロセスは，博物館を活用するため

の科学教育教材を作成する方法として有効ではないか

と考えられる．

また，熊本博物館の地質展示室を研究対象にしたの

で，化石，岩石，鉱物などの展示物を地域や時間と関

連づけることによって，展示物をよりじっくりと観察

し，意味づけができるような教材を提示することがで

きた開発した教材の有効‘性は，教材の利用で検証で

‘
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4６ 柳原綾那・渡避重義

きていないが．ワークシート型の教材なので博物館の

入り口に置かせていただき．来館者による利用を検討

することも可能でなはいかと考えられる．

今後の課題としては，博物館で教材利用した実践研

究を行い，「有効な活動を導くことができているのか」

｢対象とする小学生にとって適切な利用方法になって

いたのか」という観点から利用者の反応や感想を分析

したい．
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資料１基礎資料：展示物リストの一部
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資料２基礎資料：展示マップ

柳原綾那・渡豊重義

巨犬堵寓(蕉草）

躍瀞■E■．』＝

_..ｆ､.:.:....

“

蝿鵬函
回 雷鰯雷

霞

'４

』d孟守一己

瀞穆

画１ ｡鰯蝿学感示室

狸
出
叱
‐
．

〈
辞
．
。
■
辞

辞
狽
Ｆ
辞

【価，鋭舶

” 篭噸
□Ｈ鋤瀧

田

ｲ入口

ロ
画
画
画
画

」

(一一一一一~一｜

ﾛ

↓_字一一一一一一・一一一一一一一一一一一一一一一一一「

資料３基礎資料：化石の産地マップ
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資料６「時間」と関連づけるための作成型教材：地球の歴史シート

Ｉ地球の歴史シート〕
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